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今月の特集　平成9年度決算（見込み）の公表
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　長江保育園のイモ掘りが11月10日、園近くの畑で

ありました。この日は、園児のほかに近所の≡引共た

ちも参加。みんなどろんこになりながら、一生懸命

イモ掘りに挑戦しました。

　さて、山のようにとれたおイモ、どんな料理にな

るのかな。夜ごはんが、楽しみだね。
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9年度決算（見込み）市の家計簿を公表

おいと生きがいのあるまちづKりのために

難224億2400万円はこう使われました

平成9年度決算（見込み）の公表

　9年度の決算（見込み）をご紹介します。皆さんから納めてい

ただいた税金は、どのように使われたのでしょう。関心のあると

ころだと思います。

　普通会計の収支は、8年度と比べてみると、入ったお金が15

億1，642万円、使ったお金が14億6，095万円とそれぞれ増えて

います。結果、差弓1額は5億8，291万円で、来年度へ繰り越した

事業に充てる財源を差し引くと、実質収支は3億8，919万円の黒

字決算となります。

　ところで、皆さんは「財政」というと灘しくて分かりにくい

もの…”といった先入観をお持ちではないですか？

　市の財政は、本質的にはこ家庭の家計簿と同じなのです。
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■■■縢決算見込み状況

■収益的収入及び支出　　　　　　　（単位；千円・％）

　■資本的収入及び支出　　　　　　（単位；千円・％）

　区　　　分平成9年度平成8年度比　　較　仲び率
　資本的収入254，465　88，423166，042　187．8

，　内1企業債200，000　　　　　200，000皆　増

　訳1工事負担金　　54．465　　88．423　－33，958　　－38．4

　資本的支出606，303703，194－96，891　－13．8

　内1建設改良費403、131525、560－122，429　－23，3

　訳1企業側団団元金　203，172　177，634　　25，538　　　14．4

　※資本的収支における支出額の不足分については、過年度分損
　益勘定留保資金等で補てんしました。

■陰鰍の内訳

　その他2，897，997

諸収入蚕乙520

［単位：千円］

　県支出金
　1，138，960

　　　　　　歳　入
国庫支出金　　23，006，922

3β16」87

　　　　　　　　　　地方交付税

　　　　　　　　　5，007，807

■市民1人当たり経費と市税負担（目的励⊃
［人ロ9．10．1現在　59，025人　単位＝円］

市　　税 18，045 74，178
その他の

焉@　源

18，048 67，268

17，995 23，357

16」30

土
木
費
民
生
費
公
債
費
総
務
費
教
育
費
衛
生
費
商
工
費
そ
の
他

20，360

12，537 19，790

9，845 19，823

3，588 17，699

11，379 29，865

その他
5，442，008

総務琵　　歳　出
2，153，828

　　　　　22，424，006

公債費

　2，440β27

■性賃別耀出

［単位：千円］

　
平
成
9
年
度
の
普
通
会
計
決
算
は
、
｛

億
6
9
2
万
円
、
歳
出
総
額
2
2
4
億
ワ

歳
入
歳
出
差
引
額
は
5
億
8
2
9
1
万
m

　
歳
入
の
内
訳
を
見
る
と
2
7
・
6
％
（

8
％
を
地
方
交
付
税
が
占
め
て
い
ま
す
．

度
と
比
較
し
て
2
・
5
％
増
の
6
3
億
・

す
。
構
成
比
を
見
る
と
、
市
税
や
使
川
　

収
入
な
ど
の
自
主
財
源
が
4
1
・
7
％
、
　

方
債
、
国
庫
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
．

年
度
と
ほ
ぼ
同
比
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
内
訳
を
目
的
別
で
見
る
と
、
⊥

公
債
費
の
順
で
h
局
く
な
っ
て
い
ま
す
。
・

路
の
改
良
工
事
、
各
十
地
区
画
整
理
事

建
設
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。
民
生
幽

祉
・
老
人
福
祉
・
児
童
福
祉
な
ど
の
抹

い
ま
す
。

　
性
質
別
で
見
る
と
、
義
務
的
経
費
↑

公
債
費
）
が
1
0
2
億
8
0
5
6
万
円

ボ
げ
　

め
窟
前
年
度
に
比
べ
2
・
6
％
減
少
し

穐
．
　
任
意
的
経
費
（
物
件
費
、
補
助
費
輩

酵
澤
意
5
5
1
1
万
弓
、
斐
貸
内
暖
愛

土
木
費
、
民
生
費
、

土
木
費
で
は
、
道

丁
業
、
公
営
住
宅
の

費
に
は
、
社
会
福

ハ
助
費
が
含
ま
れ
て

歳
入
総
額
2
3
0

2
4
0
0
万
円
で
、

円
で
す
。

を
市
税
が
、
2
1
・

・
。
市
税
は
、
前
年

4
9
1
5
万
円
で

一
躍
、
手
数
料
、
諸

地
方
交
付
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■収支状況

（単位：千円）

区　　　　分 平成9年度 平成8年度 差　　　　引

歳入総額 23，006，922 21，490，507 1，516，415

歳出総額 22，424，006 20，963，058 1，460，948

こ入歳出差引 582，916 527，449 55，467

翌年度へ繰り

zすべき財源
193，724 131，058 62β66

実質収支 389，192 396，391 一7，199
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均
衡
あ
る
市
政
の
発
展
を
目
指
し

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

　　

謔
闡
g
ん
で
い
ま
す

　
市
で
は
、
第
3
次
総
合
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
5
つ
の
柱
、
す
な
わ
ち

1
　
魅
力
あ
る
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

2
　
健
や
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

3
　
安
全
で
快
適
な
明
る
い
ま
ち
つ
く
り

4
　
産
業
が
栄
え
、
若
者
が
定
着
す
る
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

5
　
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
的
な
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

に
沿
い
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
う
る
お
い
と
生
き
が
い
の
あ
る
ま

ち
」
を
目
指
し
て
、
均
衡
あ
る
市
政
の
発
展
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
使
用
中
の
一
般
廃
棄
物

埋
立
処
分
場
が
、
平
成
H
年
度

末
で
満
杯
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
　
平
成
9
年
度
か

ら
H
年
度
に
か
け
て
新
た
な
処

分
地
の
整
備
に
取
り
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　
新
た
な
処
分
場
は
、
富
高
本

谷
区
に
整
備
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
施
設
も
1
5
年
で
い
っ
ぱ
い

に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
延
命
を
は
か
る
う
え

か
ら
も
　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
分
別
収
集
や
リ
サ
イ
ク
ル
に

よ
っ
て
、
ご
み
を
出
さ
な
い
工

夫
が
大
切
で
す
。

業平
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市
は
毎
年
、
小
中
学
校
の
校

舎
な
ど
を
順
次
補
修
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
校
舎
の
延
命
化

を
図
る
と
と
も
に
、
現
在
の
教

育
施
設
に
適
応
し
た
改
造
や
耐

震
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
実
施
し
た

も
の
で
す
。
9
年
度
は
、
1
億

7
1
5
万
5
0
0
0
円
を
か
け

て
平
岩
小
学
校
の
大
規
模
改
造

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
今
回
、
整
備
さ
れ
た
校
舎
に

よ
、
職
員
室
や
事
務
室
な
ど
の

管
理
諸
室
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教

室
や
視
聴
覚
室
の
特
別
教
室
2

室
、
そ
れ
に
普
通
教
室
2
室
が

入
っ
て
い
ま
す
。

在

　
市
は
、
家
庭
で
生
活
し
て
い

る
介
護
を
要
す
る
高
齢
者
、
そ

の
家
族
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
在
宅
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事

業
の
内
容
と
し
て
は
、
日
常
生

活
川
具
給
付
事
業
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
な
ど
で
、
総
額
で
3

億
7
3
5
9
万
4
0
0
0
円
を

支
出
し
ま
し
た
。
特
に
9
年
度

よ
、
共
同
生
活
を
営
む
痴
呆
性

高
齢
者
に
対
し
、
・
家
庭
的
な
環

境
の
中
で
、
生
活
援
助
員
に
よ

る
生
活
上
の
指
導
及
び
援
助
を

行
う
痴
呆
対
応
型
老
人
共
同
生

活
事
業
を
導
入
し
ま
し
た
。

平成9年度決算（見込み）の公表

団

　
上
地
改
良
総
合
整
備
事
業
は
、

農
地
の
区
画
整
理
を
行
い
　
汎

用
化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、

集
団
化
・
機
械
化
等
に
よ
る
労

力
の
節
減
を
図
り
、
農
業
経
営

の
安
定
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
す
，

　
奥
野
地
区
に
お
け
る
土
地
改

良
事
業
は
、
平
成
4
年
度
か
ら

9
年
度
に
か
け
て
、
総
事
業
費

2
億
9
0
0
0
万
円
、
施
行
面

積
1
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
9
年
度
は
、
最
終
的
な
土
地

の
調
整
で
あ
る
換
地
処
分
に
伴

う
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

自

　
こ
の
事
業
は
、
細
島
八
幡
区

南
側
の
急
傾
斜
地
に
落
石
防
止

用
ネ
ッ
ト
を
施
工
し
た
も
の
で

す
。　

同
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
大
雨

等
の
出
水
時
に
、
落
石
等
に
よ

る
被
害
が
懸
念
さ
れ
、
市
の
危

険
個
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
回
、
当
面
の
応
急
処

置
と
し
て
、
防
護
ネ
ッ
ト
に
よ

る
整
備
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
全
面
的
な
斜
面
の
改
修
を
行

う
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
事
業
主
体

で
あ
る
県
と
協
議
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

ち防

遭
蕊溌
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防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
消
防
団
第
2
7
部
（
美

々
津
駅
通
り
区
）
の
消
防
機
庫

を
新
設
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
機
庫
は
、
隣
接
す
る

公
民
館
と
色
調
を
合
わ
せ
た
も

の
で
、
1
階
が
車
庫
、
2
階
が

詰
め
所
と
な
っ
て
い
ま
す
．

　
こ
の
事
業
で
は
、
老
朽
化
し

た
消
防
機
庫
を
年
次
的
に
新
設
、

改
修
し
て
い
る
ほ
か
、
消
防
団

車
両
の
配
備
や
防
火
水
槽
の
設

置
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
9
年
度
で
は
、
ポ
ン
プ
付
積

載
車
2
台
を
配
備
、
防
火
水
槽

を
4
か
所
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
児
童
の
保
護

者
が
パ
ー
ト
就
労
や
病
気
、
そ

の
他
私
的
な
理
由
な
ど
に
よ

　
　
一
時
的
に
家
庭
で
の
保
育

が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、
そ

の
児
童
を
保
育
所
で
お
預
か
り

す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
9
年
1
0
月
か
ら
財
光
寺

の
往
還
保
育
園
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
9
年
度
は
、
4
6
7
件

の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
今
年
度
も
往

還
保
育
園
で
実
施
し
て
い
ま
す

が
　
各
地
区
か
ら
の
要
望
も
多

　
こ
と
か
ら
、
他
の
保
育
園
で

の
実
施
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
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　市民の皆様の声をお聞きし市政に反映させていこうとする

「市民の声を聞く会」が10月27日から11月16日まで、市内8

地区で開かれました。各会場では、それぞれの地区が抱える

問題等について活発な意見や要望、提言が提出されました。

　今月号の広報では、その会の内容を一部ご紹介します。な

お、それぞれの地区での会の詳しい内容については、後日各

区長あて送付します。

あなたの声を市政に
　　　平成10年度市民の声を聞く会

富
高
・
新
町
地
区

10

獅
Q
7
日

市
中
央
公
民
館

問
　
中
心
市
街
地
開
発
事
業
の

実
施
に
つ
い
て

答
　
中
心
市
街
地
の
整
備
は
、

鉄
道
高
架
事
業
、
上
地
区
画
整

理
事
業
及
び
商
業
集
積
事
業
の

3
点
セ
ッ
ト
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
事
業
の
整
合
性
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
7

月
2
4
日
に
施
行
さ
れ
た
「
中
心

市
街
地
活
性
化
法
」
で
．
小
さ
れ

た
国
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、

日
向
市
の
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
は
、
商
工
会
議
所

内
に
設
置
す
る
「
街
づ
く
り
機

関
（
T
M
O
）
」
で
事
業
実
施
に

向
け
た
商
業
振
興
計
画
を
策
定

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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耽籔

、

藁
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見
地
区

1
1
月
9
日

農
村
婦
人
の
家

、
、

凋

問
　
児
童
減
少
に
伴
う
過
疎
化

対
策
に
つ
い
て

答
　
現
在
、
建
て
替
え
中
の
新

財
市
住
宅
が
完
成
す
る
と
、
若

干
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
目
の

増
加
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
農
業
の
基
盤

整
備
や
後
継
者
問
題
と
合
わ
せ

て
、
地
域
住
民
の
ご
意
見
、
ご

提
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
人
口

増
加
対
策
に
つ
い
て
取
り
噛
み

ま
す
。

問
朝
日
橋
の
整
備
に
つ
い
て

答
　
現
在
、
県
に
お
い
て
新
し

い
橋
を
平
成
H
年
度
の
完
成
に

向
け
て
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
完
成
し
ま
す
と
、
大
型
車

の
通
行
は
も
ち
ろ
ん
、
歩
行
者

の
安
全
も
確
保
さ
れ
ま
す
。

南
部
地
区

10

獅
Q
8
日

美
々
津
公
民
館

問
　
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉
に

つ
い
て

答
　
現
在
、
温
泉
利
用
施
設
開

発
促
進
協
議
会
を
設
置
し
、
ど

の
よ
う
な
機
能
、
内
容
を
も
っ

た
施
設
を
目
指
す
の
か
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度

中
に
基
本
計
画
を
策
定
し
、
そ

れ
を
受
け
て
設
計
、
建
設
工
事

時
期
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
施
設
が
で
き
る
ま
で

は
、
温
泉
ス
タ
ン
ド
方
式
に
よ

っ
て
市
民
の
皆
様
へ
の
温
泉
湯

の
供
給
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
美
々
津
駅
前
住
宅
の
建
て

替
え
計
画
に
つ
い
て

答
　
今
年
度
に
基
本
計
画
を
策

定
し
、
平
成
1
2
年
度
で
建
設
す

る
予
定
で
す
。一

頃
』
■

　
　
　
　
　
　
　
　
4
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11

獅
P
0
日

細
島
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
細
島
線
利
用
の
そ
の
後
に

つ
い
て

答
　
市
で
は
、
平
成
7
年
度
に

J
R
貨
物
細
島
線
跡
地
利
用
計

画
を
立
案
し
、
計
画
的
に
用
地

の
買
収
を
行
っ
て
活
用
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
平
成

8
年
度
か
ら
は
、
国
道
1
0
号
線

の
東
側
で
道
路
整
備
事
業
（
仮

称
）
高
砂
通
線
改
良
事
業
に
着

手
し
、
学
校
通
線
ま
で
の
間
が

供
用
開
始
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
学
校
通
線
か
ら
市
道
日
読

屋
財
光
寺
通
線
ま
で
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

問
　
回
覧
文
書
の
僅
少
化
に
つ

い
て

答
　
広
報
紙
を
利
用
す
る
な
ど

僅
少
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

日
掛
屋
地
郷
地
区

10

獅
Q
9
日

目
知
自
公
民
館

問
学
童
の
通
学
路
の
整
備
に

つ
い
て

答
　
白
浜
港
の
整
備
に
伴
い
臨

港
道
路
の
路
線
の
変
更
及
び
改

良
が
県
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
際
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
十
分
に
聞
き
な
が

ら
整
備
す
る
と
、
県
北
部
港
湾

事
務
所
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

問
　
暴
走
族
の
追
放
に
つ
い
て

答
　
警
察
で
も
、
そ
の
都
度
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
検
挙
し
て

も
な
か
な
か
後
を
絶
た
な
い
状

況
で
す
。
今
後
も
警
察
や
関
係

機
関
、
団
体
と
協
議
し
な
が
ら

対
策
を
講
じ
ま
す
。
警
察
へ
の

情
報
提
供
な
ど
、
市
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
岩
地
区

1
1
月
1
3
日

南
日
向
公
民
館

問
　
南
日
向
駅
周
辺
整
備
の
早

期
着
工
に
つ
い
て

答
　
こ
の
事
業
は
、
平
成
9
年

度
か
ら
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
に
笹
野
西
、
笹
野
中
公

民
館
の
移
転
を
完
了
し
、
防
火

水
槽
の
地
中
埋
設
や
消
防
機
庫

の
建
て
替
え
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
駐
車
場
を
含
む
周

辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
一
部
工

事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
実
施
設
計
を
行
い
、
平
成

1
1
年
度
中
の
⊥
事
の
完
了
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問
　
市
道
南
日
向
～
口
の
平
線

の
側
溝
設
置
に
つ
い
て

答
　
年
次
計
画
で
平
成
1
1
年
度

か
ら
整
備
し
ま
す
。

日
知
屋
枝
郷
地
区
　
悟
「

10

獅
R
0
日

大
王
谷
公
民
館

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て

答
　
市
で
は
、
お
お
む
ね
中
学

校
区
を
単
位
と
し
た
地
域
の
学

習
拠
点
施
設
と
し
て
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
地
区
公
民

館
）
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
整
備
を
検
討

し
て
い
る
の
が
大
王
谷
地
区
で

す
。
そ
の
建
設
予
定
地
に
は
、

松
尾
墓
地
跡
地
を
、
整
備
の
時

期
に
つ
い
て
は
．
平
成
1
2
年
度
以

降
の
早
い
時
期
を
ア
定
し
て
い

ま
す
。

問
　
迎
洋
園
の
防
火
水
槽
の
設

置
に
つ
い
て

答
　
消
防
本
部
、
消
防
団
で
協

議
し
た
結
果
、
来
年
度
の
事
業

で
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

財
光
寺
地
区

11

獅
P
6
日

財
光
寺
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
務
所

問
生
活
道
路
に
つ
い
て

答
　
川
路
区
内
の
側
溝
の
整
備

及
び
側
溝
蓋
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
後
、

平
成
1
1
年
度
か
ら
年
次
計
画
で

補
修
・
改
修
を
実
施
す
る
方
向

で
検
討
し
ま
す
。
路
面
の
損
傷

か
所
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
補

修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

問
　
商
業
高
校
跡
地
を
公
園
化

し
て
は

答
　
地
区
内
の
公
園
に
つ
い
て

は
、
現
在
施
行
中
の
上
地
区
画

整
理
事
業
の
中
で
数
か
所
を
ア

定
し
て
い
ま
す
。
商
業
高
校
跡

地
に
つ
い
て
は
、
近
く
に
お
倉

ケ
浜
総
合
公
園
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
施
設
の
活
用
を
お
願

い
し
ま
す
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
大
活
躍

　
今
や
全
国
規
模
に
成
長
し
て
き
た
日
向

は
ま
ぐ
り
碁
石
ま
つ
り
が
U
月
－
日
、
市

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
全
国
各
地
か
ら
老
若
男
女
が
参
加

す
る
こ
の
囲
碁
大
会
．
今
年
は
、
遠
く
は

新
潟
県
か
ら
、
最
高
齢
は
男
性
で
8
6
歳
、

女
性
で
6
8
歳
、
最
年
少
は
6
歳
の
計
約
6

0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
最
大
の
魅
力
は
、
全
国
唯

．
の
は
ま
ぐ
り
碁
石
の
産
地
な
ら
で
は
の全国の腕自慢が熱戦を繰り広げたはまぐり碁石まつり

第
1
1
回
日
向
は
ま
ぐ
り
碁
石
ま
つ
り

本
物
の
は
ま
ぐ
り
碁
石
と
櫃
碁
盤
を
使
っ

て
の
大
会
で
あ
る
こ
と
。
参
加
者
ら
は
、

手
触
り
や
打
ち
味
を
楽
し
み
な
が
ら
対
局

し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
と
併
せ
て
楽
し
み
な
の
が
、
ゲ
ス

ト
の
プ
ロ
棋
卜
。
今
年
は
、
日
本
棋
院
か

ら
武
宮
正
樹
九
段
、
園
田
泰
隆
九
段
、
小

林
千
寿
五
段
を
迎
え
、
多
面
打
ち
の
指
導

碁
や
大
盤
解
説
で
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
、
選
手
権
戦
の
部
、
段
級

位
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
一
般
の
部
（
9
ク

ラ
ス
）
、
シ
ル
バ
ー
の
部
（
3
ク
ラ
ス
）

に
分
か
れ
て
熱
戦
を
展
開
。
前
回
優
勝
者

と
九
州
各
県
代
表
選
手
ら
が
出
場
し
た
選

手
権
戦
の
部
で
は
、
宮
崎
市
の
下
永
貞
敏

さ
ん
（
5
6
歳
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
大
会
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
大
会
を
運
営
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
高
校
生

や
市
民
の
方
な
ど
6
7
人
に
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

彫刻展大賞に“再生”

　98日向現代彫刻展が、ll月8日から日向岬グ

リーンパークで開かれています。開幕式では、

今年度の彫刻展大賞が発表されました。大賞は、

田中等さん（宮崎県）の「再生」に決定。審査

員を務めた東京都写真美術館館長の三木多聞さ

んは、「垂直の要素と正面性を強調し、力強い

存在感をもつ秀作」と評価しています。彫刻展

は、12月5日まで。どうぞ、お越しください．

等さんの作品

1黒

賞を受賞

に
ぎ
わ
い
ま
し
た

産
業
・
商
業
ま
つ
り

　
第
1
7
回
産
業
ま
つ
り
・
第
1
6
回
商
業

ま
つ
り
が
1
1
月
7
日
、
8
日
、
市
役
所

前
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
7
日
は
、

く
す
玉
割
り
に
続
き
一
高
保
育
薗
児
の

鼓
笛
隊
の
パ
レ
ー
ド
で
開
幕
。
地
場
産

品
が
格
安
で
購
入
で
き
る
と
あ
っ
て
、

開
幕
前
か
ら
多
く
の
買
い
物
客
が
詰
め

掛
け
ま
し
た
。
中
で
も
、
各
コ
ー
ナ
ー

を
回
っ
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
お
米

が
無
料
で
も
ら
え
る
と
い
う
、
お
米
の

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
は
、
長
い
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
豪
華
商
品
が
当
た

る
お
楽
し
み
抽
選
会
や
動
物
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
多
彩
な
催
し
物
が
あ

り
楽
し
い
秋
の
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

買い物客が詰めかけた産業・商業まつり

8
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げh
．
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？
轟
々
圏
か
ら
ふ
る
さ
と
へ
提
青

函
、
緊

回

■
一

■

鴨
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第
2
回
日
向
市
ふ
る
さ
と
大
使
会

議
が
1
0
月
2
3
口
、
市
内
で
開
か
れ
、

ふ
る
さ
と
大
使
8
人
（
2
人
欠
席
）

の
ほ
か
、
市
議
会
議
員
や
商
工
会
議

所
役
員
、
市
関
係
者
な
ど
約
4
0
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
赤
木
市
長
が
「
ご

提
案
い
た
だ
い
た
貴
重
な
情
報
や
提

言
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
し
て
生
か
し
て
い
き
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
、
大
使
．
人
ひ
と

り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
感
じ

る
ま
ち
づ
く
り
の
意
見
発
表
を
行
い

　
ま
し
た
。

　
　
ふ
る
さ
と
大
使
は
、
首
都
圏
に
お

　
け
る
情
報
の
発
信
や
収
集
を
通
じ
て

　
市
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
市
に

　
ゆ
か
り
の
あ
る
1
0
人
を
今
年
4
月
に

　
委
嘱
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
機

　
会
あ
る
ご
と
に
、
市
の
P
R
や
情
報

　
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

　
い
ま
す
。
会
議
は
、
年
2
回
開
く
こ

　
と
に
な
っ
て
い
て
、
1
回
口
を
東
京

－
都
で
開
き
、
2
回
目
の
今
回
、
初
め

　
て
日
向
市
で
の
開
催
と
な
っ
た
も
の

　
で
す
。

213点ひまわり絵

　ひまわり絵画展は、10月12日から20日

までアスティ日向寿屋で開かれ、市内の小

中学生から1213点の応募がありました。

　寄せられた作品は、水彩画やクレヨン、

色鉛筆などで描かれ、中にはちぎり絵など

工夫をこらしたものもありました。　　・

　審査の結果、金賞14点、銀賞31点、銅

賞78点が選ばれました。金賞に輝いた皆

さんは、次のとおりです（敬称略）。

　〉しまだゆいな（日面屋小1年）レひめ

のりゅうせい（幸脇目1年）［〉にいなこう

さい（日知屋東小2年）レー政国里（財光

寺南小2年）レ柴田祐希（富高小3年）レ

是澤男優（細島小3年置［〉新名麻未（日知

屋東小3年）〉川村由香（財光寺小4年）

レ那須翔平（財光寺南小4年）〉米丸暉暉

里（日知屋小5年）レ後藤洋平（日知屋東

小5年）レ古賀由里恵（富高小6年）〉中

野大祐（財光寺小6年）〉川野絵巳（岩脇

中3年）

條
留
地
を
売
却
し
ま
す

　
市
は
、
亀
崎
北
土
地
区
画
整
理
事
業

地
内
の
保
留
地
を
売
却
し
ま
す
。

　
売
却
す
る
の
は
、
次
の
表
の
2
か
所

で
す
。
購
入
希
望
の
右
は
、
市
区
画
整

理
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。

申
し
込
み
の
際
は
住
民
票
、
市
税
完
納

証
明
書
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
直

接
、
市
区
画
整
理
課
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
電
話
及
び
文
書
で
の
受
付
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

◇
受
付
期
間
1
1
1
1
月
2
7
日
（
金
）
～
1
2
月

7
日
（
月
）
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
区
画
整
理
課
（
容

内
線
2
7
2
1
）

保留地亮却一監表

街区番号 面　　積 処分価格 間　　口 奥　　行

1

22街区6番

（1∞．8坪1

R3333m
14，599，900円 約19．7m 約15．4m

②
11街区4番

（85，6坪）

Q82．88nT 11．994、200円
　，
�P1．2m 約21．31n

計 616．21m 26，594，100円

※②番の土地は、下記の市有地も併せて購入してください、

2918、000円

（20．8坪）

68．82m．市育地

9
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駕

函
年
こ
そ
v
奪
回

　
V
奪
回
に
燃
え
る
プ
ロ
野
球

パ
・
リ
ー
グ
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー

ズ
の
秋
季
キ
ャ
ン
プ
が
、
今
年

も
1
0
月
2
8
日
か
ら
H
月
2
0
日
ま

で
お
倉
ケ
浜
総
合
公
園
野
球
場

を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
選
手

は
、
2
軍
を
中
心
と
す
る
約
4
0

人
。
来
期
の
1
軍
入
り
を
目
指

し
て
、
猛
練
習
に
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
期
間
中

は
、
ま
と
ま
っ
た
雨
も
降
ら
ず
、

最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
練

習
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
来
年
は
、
き
っ
と

　
よ
い
成
績
を
残
し
て

　
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
　
ま
た
、
近
鉄
パ
フ

甘
　
　
　
　
’
4

　
　
　
「
4
ム
．
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
，

ア
ロ
ー
ズ
日
向
協
力
会
で
は
H

月
1
1
日
、
キ
ャ
ン
プ
中
の
選
手

ら
に
日
向
特
産
の
平
兵
衛
酢
を

使
っ
た
ワ
イ
ン
と
ジ
ュ
ー
ス
を

贈
り
激
励
し
ま
し
た
。
激
励
に

訪
れ
た
同
会
長
の
赤
木
市
長
に

応
対
し
た
伊
勢
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

は
、
「
天
気
が
よ
く
て
最
高
で

す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
H
月
1
4
日
に
は
、
少
年
野
球

教
室
も
行
わ
れ
、
市
内
の
子
供

た
ち
が
プ
ロ
の
選
手
か
ら
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
指
導
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

④
光
寺
の
款
を
彩
る
祭
で
す

漿撫
拓＝

轟　．

億

　
財
光
寺
地
区
の
「
五
十
猛
神
社
例
大

祭
」
は
H
月
2
日
、
3
日
の
2
日
間
、

同
神
社
を
中
心
に
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
祭
り
、
今
や
す
っ
か
り
地
区
の
秋
を

彩
る
祭
り
と
し
て
定
着
し
、
地
区
内
の

多
く
の
人
が
参
加
し
ま
す
。

　
特
に
見
物
な
の
が
、
2
日
目
の
各
区

の
パ
レ
ー
ド
。
婦
人
会
の
舞
踊
隊
や
み

こ
し
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
な
ど
が
総
出

で
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。
中
で
も
仮
装
行
列
で
は
、
壮
年

部
の
人
々
が
奇
抜
な
化
粧
と
衣
装
で
踊

り
、
沿
道
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

⑳
周
年
の
瞑
目
で
す
財
南
小

　
財
光
寺
南
小
学
校
が
、
創
立
2
0
周
年

を
迎
え
H
月
8
日
、
同
校
で
記
念
式
典

と
学
習
発
表
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
新
名
校
長
が
「
明

る
く
、
賢
く
、
た
く
ま
し
く
、
誇
り
と

自
信
を
も
っ
て
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
祝
辞
に
立
っ
た
赤
木
市
長
は

「
今
ま
で
学
校
を
支
え
て
く
れ
た
人
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。
学
習
発
表
会
で
は
、
学
年
別

に
合
唱
や
合
奏
を
発
表
し
、
会
場
か
ら

盛
ん
な
抽
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

㊦
書
の
喜
び
を
満
喫
し
よ
う

0

糟
守

　
　
　
　
．

■広報畿に掲載された写真を差し上げます。

　希望する方は市総務課（君内線2234｝まで

冨藤

”
甲

　
1
0
月
2
7
日
か
ら
1
1
月
9
日
ま
で
は
、

秋
の
読
書
週
間
で
し
た
。
期
間
中
、
市

立
図
書
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
読
書
週

間
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
秋
の
読
書
週
間
講
演
会
」
は
1
1
月

9
日
、
ホ
テ
ル
ベ
ル
フ
ォ
ー
ト
日
向
で

開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
急
病
の
佐

藤
宗
夫
さ
ん
に
変
わ
り
、
鹿
児
島
子
ど

も
療
育
セ
ン
タ
ー
理
事
の
砂
川
光
男
さ

ん
が
務
め
、
「
読
書
の
よ
ろ
こ
び
」
と

い
う
演
題
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
子
育
て
や
青
少
年
教

育
に
お
け
る
読
書
の
大
切
さ
に
ふ
れ
な

が
ら
、
「
簡
単
な
本
ほ
ど
人
を
動
か
せ

る
。
1
日
1
5
分
で
も
意
識
的
に
読
み
聞

か
せ
を
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
会
え
て
よ
か
っ
た
1
冊
の

本
・
読
書
感
想
絵
は
が
き
展
」
は
、
1
1

月
3
日
か
ら
2
0
日
ま
で
図
書
館
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
に

読
ん
だ
本
の
中
か
ら
特
に
印
象
に
残
っ

た
作
品
を
絵
は
が
き
に
表
現
す
る
も
の

で
、
小
学
生
か
ら
一
般
の
方
ま
で
の
作

品
1
3
0
点
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
優
秀
賞
は
、
柴
田
祐
希
さ

ん
（
富
高
小
3
年
）
、
高
見
沙
樹
さ
ん

（
美
々
津
小
6
年
）
、
川
越
弓
子
さ
ん

（
2
4
歳
”
鶴
町
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
1
1
月
1
4
日
に
は
、

「
秋
の
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
、
お
は
な
し
会
や
朗
読
会
、
古
本
市

な
ど
に
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
な
ど
が

参
加
し
ま
し
た
。

’

0
衛
消
防
●
が
力
婁
揮

　
第
9
回
屋
内
消
火
栓
操
法
大
会
は
H

月
1
2
日
、
お
倉
ケ
浜
の
消
防
訓
練
広
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
1
5
事

業
所
か
ら
2
ー
チ
ー
ム
が
参
加
。
職
場
の

同
僚
や
か
わ
い
い
保
育
園
児
の
応
援
を

受
け
な
が
ら
、
男
子
の
部
と
女
子
の
部

に
分
か
れ
て
競
技
に
挑
み
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
優
勝
は
男
子
の
部
が

㈱
旭
コ
ー
ド
、
女
子
の
部
が
望
洋
会
鮫

島
病
院
チ
ー
ム
で
し
た
。

　
火
災
の
多
く
な
る
季
節
で
す
。
家
庭

や
職
場
で
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

㊤
藁
菰
交
庭
3
0
0
人
血

　
第
1
0
回
世
代
間
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
が
n
月
1
5
日
、
お
倉
ケ
浜

総
合
公
園
で
行
わ
れ
、
8
歳
か
ら
9
0
歳

ま
で
の
約
3
0
0
人
、
5
0
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。
家
族
や
友
達
同
士
、
サ

ー
ク
ル
仲
間
な
ど
思
い
思
い
の
チ
ー
ム

構
成
の
参
加
者
は
、
秋
晴
れ
の
も
と
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
世
代
間
交
流
と
あ
っ
て
、
小
学
生
が

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
プ
レ
ー
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
会
場

の
あ
ち
こ
ち
で
歓
声
や
笑
い
声
が
響
い

て
い
ま
し
た
。
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φ
．

．
幽
．
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長

軸
．
々
．

※
・
…
：
派
・
朝
：

巨

歩
乳

糖こ腰_
季節が、秋から冬へと移り変わって『子

重いくこのごろになると、今年1年、世
な

暴問を騒がした大きな事故や事件を思いミ：

輿起こします、被害に遭われた方々のこ：重

季とを思うと胸が痛みますが、人は助け‡
ヰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ

亭たり助けられたりして生きていくもの・…＝

掌だと思います。しかし、中には、いま：；：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　
糸だ子供であっても自力で乗り切ってい．・．
ニき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

泰かざるを得ない場合もあります。　　重
重　9月のインドにおける国際児童図書季
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を

浄評議会世界人会で美智子皐后が、子供※
ゑ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ

霊時代における読書の大切さについて自‡
ポ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

※らの経験も交えて述べられ、国内外に※
ポ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ

藁感銘を呼び起こしました。子供時代の‡

叢よい読書は、その子供に生きていくた雲
　きニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

llめの力をつけさせます。現代の子供は葦

葺読書離れだと、亨われますが、環境・条‡
叢件を整えてあげれば読書量が増えると：1；
タコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

重いうデータもあります。人生の途ヒで掌

美困難に遭遇したときや孤独に陥ったと輿
や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

・・き、回りの人たちだけでなく、自分の・
オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　

震読書から得た知恵と知識で乗り切るこ震
liともあると思います。　　　　　　　：享
ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

ミ：　現在、国内で年間に約58000冊‡

‡の本が出版され、約4000種の雑誌彰

・争が発行されていると言われています。※
　をセ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ

‡図書館で提供できるのは、この中のこ‡
：1：く．部です。しかし、どなたにとって：1：
　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ
：1：も「これを読んでよかった」という本：i：

1妻があるはずだと信じ、図書館では皆様：1：
・郭

　のお越しをお待ちしています。
・ざ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・喜．

．ζ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・「・

：1　　　　《休館日のお知らせ》　　　　：ll

‡12月／1・7・14・21・23、28～31日iil

：ll月／1～4、ll、15、18、25日
・マ

：
享

：
鉱

市立図書館は、容54－1919です

　
皆
さ
ん
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
と
．
，
口
う
と
エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク

と
南
十
字
星
を
す
ぐ
に
想
像
す

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ほ
ぼ
真
ん

中
に
そ
そ
り
た
つ
の
が
、
一
枚

岩
と
し
て
は
世
界
最
大
の
エ
ア

ー
ズ
ロ
ッ
ク
。
先
住
民
（
ア
ボ

リ
ジ
ニ
）
の
．
一
．
．
粗
葉
で
「
ウ
ル
ル
」

と
言
い
ま
す
。

　
先
住
民
と
言
え
ば
、
私
は
子

供
の
こ
ろ
、
公
園
に
遊
び
に
行

き
、
石
や
十
で
木
の
皮
に
簡
単

な
線
や
点
を
使
っ
て
人
や
動
物

の
絵
を
描
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
だ
れ
か
が
見
つ
け
て

先
住
民
が
描
い
た
昔
の
絵
と
間

違
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
家
の
裏
庭
で
先
住

り

雫
、

民
と
同
じ
よ
う
に
、
料
理
も
し

て
み
ま
し
た
。

　
実
は
、
私
は
都
市
に
育
っ
た

た
め
に
先
住
民
の
友
達
が
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
学
校

で
先
住
民
の
「
ド
リ
ー
ム
・
タ

イ
ム
」
と
．
一
．
．
］
う
昔
の
伝
説
や
音

楽
、
そ
し
て
芸
術
や
文
化
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昔
と
同
じ
よ
う
に
生

活
し
て
い
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
が
も

口
　　

@　

@
＝
■
田
¶
一
ヲ
』
．
「
田
5
■
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ボ
リ
ジ
ニ
①

昔
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
し
て
い
る
先
住
民
の

種
族
を
見
つ
け
る
こ
と
を
想
像
し
て
い
ま
し
た

う
い
な
い
こ
と
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
文
化
と
接
触
し
て
い
な
い

先
住
民
が
い
な
い
こ
と
は
、
非

常
に
残
念
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
は
、
砂

漠
の
奥
深
く
に
、
昔
と
変
わ
ら

な
い
生
活
を
し
て
い
る
先
住
民

の
種
族
を
見
つ
け
る
こ
と
を
よ

く
想
像
し
て
い
ま
し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民

は
、
4
万
年
前
か
ら
7
万
年
前

に
ア
ジ
ア
か
ら
移
住
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
女
性
が
穀

物
や
実
を
集
め
、
男
性
が
狩
り

を
し
な
が
ら
移
住
し
、
語
り
継

ぎ
に
よ
る
豊
か
な
伝
説
や
儀
式
、

抽
象
的
な
芸
術
を
も
っ
た
複
雑

な
文
化
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

　
白
人
が
入
植
す
る
前
、
人
証

の
ほ
と
ん
ど
は
、
先
住
民
が
住

ん
で
い
ま
し
た
。
種
族
に
よ
っ

て
文
化
や
言
葉
の
形
が
異
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
散
在
し
た
6

0
0
以
上
の
種
族
は
比
較
的
調

和
が
と
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
種
族
は
、
土
地
と
精
神
的
な

つ
な
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
1
7
8
8
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
が
移
民
し
た
こ
と
に
よ
り
、

ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
と
っ
て
た
く
さ

ん
の
問
題
が
で
き
ま
し
た
。
先

住
民
の
間
に
白
人
と
同
じ
様
な

上
地
の
所
有
権
制
度
が
な
か
っ

た
た
め
、
白
人
は
承
諾
や
許
可

を
得
ず
に
好
き
な
土
地
を
手
に

入
れ
ま
し
た
。

　
「
ド
リ
ー
ム
・
タ
イ
ム
」
と

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住

民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
考
え
方
や
文

化
を
指
す
言
葉
で
す
。

総
、

●みんなの広場

‘

璽

●

　
　
　
　
鹸，

懸
濁
軸
犠
円

み
　
な
さ
き
が
は
な

耀
麗
難
麗
訪
記
⑪

　
今
年
7
月
9
日
、
1
6
人
の
仲
間
た
ち

と
遊
歩
道
を
歩
き
、
こ
の
ほ
こ
ら
に
立

ち
寄
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
こ
の
ル

ー
ト
で
は
、
こ
こ
だ
け
に
し
か
植
生
し

て
い
な
い
高
さ
3
・
5
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
「
ハ
マ
ボ
ウ
」
の
花
木
が
直
径
5
～

6
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
黄
色
い
花
を
咲

か
せ
て
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
満
開
の
時
期
に
居
合
わ

せ
た
ら
、
も
っ
と
す
ご
い
だ
ろ
う
と
思

’て

．
‘
、
ワ

・．

ﾔ凝

ｬ
　
　
琴　　　　　　　　　　　w
国道10号線と釣り場との分岐点

い
ま
し
た
。

　
　
　
ま
た
、
岩
の
根
の
わ
ず
か
な

　
　
砂
地
に
は
、
ハ
マ
ゴ
ウ
、
ボ
タ

　
　
ン
ボ
ウ
フ
ウ
、
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
、

　
　
ハ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
な
ど
海
浜
性
の

草
本
が
植
生
し
、
開
花
の
時
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
花
が
楽
し
め
ま
す
。

　
金
刀
比
羅
宮
を
祭
っ
た
岩
場
か
ら
約

2
0
0
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
南
へ
行
き
、

小
さ
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
を
渡
っ
た
と

こ
ろ
で
道
は
左
右
に
分
岐
し
て
い
て
、

こ
こ
を
右
折
し
て
進
み
ま
す
（
左
は
、

磯
の
釣
り
場
で
行
き
止
ま
り
で
す
）
。

　
分
岐
に
は
、
幅
1
8
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
8
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
黄
色
に
塗

っ
た
小
さ
な
標
示
板
が
つ
け
て
あ
る
の

で
、
見
落
と
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
少
し
木
立
の
中
を

進
み
、
幅
の
広
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
階

段
を
ひ
と
上
り
す
る
と
、
思
い
が
け
な

く
国
道
1
0
号
線
沿
い
の
民
宿
の
前
に
出

ま
す
。

　
こ
の
辺
り
は
、
タ
ブ
峠
と
一
．
．
．
日
わ
れ
る

所
で
、
金
ケ
浜
遊
歩
道
の
北
口
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
方
向
へ
の
遊
歩
道

は
、
こ
こ
か
ら
再
び
木
立
の
中
へ
入
り

ま
す
（
黄
色
の
小
さ
い
標
示
板
が
掛
け

て
あ
り
ま
す
）
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
を
守
る
会
の
小
倉
久
信
さ
ん
（
原
町
）

に
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

山
本

海
汐

幸
江
さ
ん

　
　
（
2
6
歳
”
切
島
山
2
）

い
き
い
き

　来春卒業予定の准看護学生で、大久保外科

胃腸科に勤務しながら、今、資格試験に向け

猛勉強中です。大好きな読書もなかなかでき

ませんが、絶対合格して信頼される看護婦に

なりたいです。ストレス解消法は、ルアーフ

ィッシング。今年の夏は、野尻湖でキャンプ

をしながら友達と釣りを楽しみました。

青
春
ト
ー
ク

崇
さ
ん

　
　
（
2
1
歳
”
鶴
町
）

謙　4月から延岡市内の病院のデイケア部門に

勤務しています。以前から福祉関係への就職

を目指していたので、まだ仕事がつらいと思

ったことはありません。患者さんとのコミュ

ニケーションを大切にして、これからも頑張

りたいと思います。兄と．緒に消防団に人っ

ていて、今、訓練の口々が続いています。

㌃｛
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平
成
1
1
年
日
向
市
成
人
式

成
人
式
に
ご
参
加
を

　
平
成
1
1
年
の
「
成
人
の
日
」

式
典
の
参
加
者
を
次
の
要
領
で

受
け
付
け
ま
す
。

◇
式
典
日
時
1
1
平
成
U
年
－
月

1
5
日
／
午
前
9
時
3
0
分
受
付
、

10

條
J
会

◇
式
典
会
場
1
1
市
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー

◇
対
象
者
1
1
昭
和
5
3
年
4
月
2

H
か
ら
昭
和
5
4
年
4
月
－
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

◇
申
込
方
法
1
1
今
年
H
月
－
日

現
在
、
住
民
票
が
日
向
市
に
あ

る
方
に
は
直
接
、
往
復
は
が
き

で
ご
案
内
し
ま
す
。
住
民
登
録

さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
保

護
者
が
住
ん
で
い
れ
ば
参
加
で

き
ま
す
，
そ
の
場
合
、
郵
便
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

生
年
三
口
、
世
帯
主
の
氏
名
、

連
絡
先
電
話
番
号
を
記
入
し
、

市
社
会
教
育
課
に
お
送
り
く
だ

さ
い
。
電
話
で
の
申
込
は
、
受

け
付
け
ま
せ
ん
（
は
が
き
で
の

申
し
込
み
の
後
、
市
か
ら
改
め

て
通
知
は
い
た
し
ま
せ
ん
）
。

◇
申
込
期
間
1
1
n
月
2
5
日
～
1
2

月
1
1
口

　
ま
た
、
市
で
は
、
こ
の
成
人

の
日
式
典
で
「
誓
い
の
言
葉
」

を
宣
誓
し
て
く
れ
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
生
涯
の
よ
き
思

い
出
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
ど

し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
資
格
”
市
内
在
住
の
新

成
人
者

◇
募
集
定
員
1
1
男
女
各
－
人

◇
申
込
方
法
1
1
郵
便
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
電
話
番

号
を
母
人
の
う
え
、
「
誓
い
の

、
高
葉
宣
誓
希
望
」
と
書
い
て
、

衰
亡
会
教
育
課
に
お
送
り
く
だ

さ
い
。

◇
申
込
期
間
1
1
H
月
2
5
日
～
1
2

月
H
日

　　　世界人権宣言50周前

考えよう
　　　　あなたの人権

　　　　　　　　わたしの人権

　今年は、世界人権宣言が1948（昭和

23）年12月10日に国際連合総会で採択

されてから50周年。また、同年7月17

日に発足したわが国の人権擁護委員制度

50周年を、それぞれ迎えるという意義

深い年に当たります。

　このことから、国及び全国人権擁護委

員連合会は、12月を「世界人権宣言50

周年・人権擁護委員制度50周年記念月

間」と定め、人権思想の普及高揚を図る

ためのさまざまな啓発行事を実施するこ

とになりました。特に、「子供の人権を

守る」「国際化時代にふさわしい人権意

識を育てる」「部落差別をなくす」「女性

の地位を高める」「障害のある人の完全

参加と平等を実現する」「高齢者を大切

にする心を育てる」を中心に取り組むこ

とにしています。

　この記念月間を契機として、私たち一

人ひとりがそれぞれ学校、職場、家庭、

地域などで主体的にお互いの人権意識を

高めるように努めていきましょう。

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
（
實
内
線
2
4

2
3
＞

高
齢
者
保
健
福
祉
の
ま
ち
つ
く
り
講
演
会

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
よ
う

　
市
は
、
高
齢
者
福
祉
や
介
護

保
険
制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
高
齢

者
い
き
い
き
生
き
が
い
講
座
」

「
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ

あ
い
講
座
」
の
公
開
講
座
と
し

て
次
の
と
お
り
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

◇
日
時
時
1
2
月
5
日
（
土
）
午

前
1
0
時
2
0
分
～
1
2
時

◇
会
場
1
1
日
向
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
富
高
中
原
〉

◇
講
師
剛
西
郷
村
国
民
健
康
保

険
病
院
院
長
”
金
丸
吉
野
さ
ん

◇
対
象
1
1
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
福
祉
事
務

所
高
齢
者
福
祉
係
（
8
内
線
2

1
6
9
）

市
社
会
教
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

細
島
に
関
す
る

資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
か

市
は
、
平
成
H
年
オ
ー
プ
ン

■一’一一一一一一一一一一■■■■■■■一噂一一■■■■弓一一一冒一一一一一一■■■一一一■■■■一一一一一一一一一■一一一一一一一■一一

12

獅
ﾌ
相
談

◇
交
通
事
故
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
1
2
月
1
7
日
（
木
）

　
　
　
　
1
0
”
3
0
～
1
4
”
3
0

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
人
権
・
行
政
相
談

　
と
　
き
■
1
2
月
9
日
（
水
）

　
　
　
　
1
0
”
0
0
～
1
5
”
0
0

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
と
　
き
■
1
2
月
1
0
日
（
木
）

　
と
こ
ろ
■
社
会
福
祉
協
議
会

　
申
込
先
■
雪
5
2
－
2
5
7
2

◇
年
金
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
1
2
月
8
日
（
火
）

　
　
　
　
0
”
0
～
5
．
O

　
　
　
　
1
　
　
0
　
　
1
　
・
0

　
と
こ
ろ
■
青
少
年
ホ
ー
ム

◇
子
育
て
相
談

　
と
き
■
1
2
月
1
2
日
・
2
6
日

　
　
　
　
0
．
0
～
6
…
O

　
　
　
　
I
　
．
O
　
　
1
　
　
3

　
と
こ
ろ
■
ア
ス
テ
ィ
日
向

12

獅
ﾌ
献
血
日
程

◇
7
日
（
月
）
／
日
向
保
健
所
（
1
0

“
0
0
～
1
6
…
0
0
）

◇
2
7
日
（
日
）
／
J
A
グ
リ
ー
ン

ト
ッ
プ
（
1
0
”
0
0
～
1
6
”
0
0
＞

予
定
の
（
仮
称
）
日
向
市
細
島

海
事
資
料
館
に
展
示
す
る
細
島

の
資
料
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
探
し
て
い
る
資
料
は
、
港
に

関
す
る
写
真
、
文
書
、
道
具
な

ど
と
、
船
に
関
す
る
写
真
、
文

書
、
道
具
な
ど
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
手
元
に

こ
れ
ら
の
資
料
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
市
社
会
教
育
課
文
化
係

（
容
内
線
2
4
2
6
）
ま
た
は

細
島
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
倉
5
3
1
2
9
9
6
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
1
1
年
新
年
賀
詞
交
換
会

参
加
し
ま
せ
ん
か

新
春
の
顔
合
わ
せ

　
市
は
、
市
内
の
各
種
団
体
の

方
が
参
加
す
る
「
新
年
賀
詞
交

換
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

◇
日
時
1
1
平
成
1
1
年
－
月
4
日

（
月
）
午
後
0
時
3
0
分
～

◇
会
場
¶
J
A
日
向
会
館
5
階

◇
会
費
目
2
0
0
0
円

◇
申
込
締
切
1
1
1
2
月
1
5
日
（
火
）

※
期
日
を
過
ぎ
る
と
名
簿
に
掲

載
で
き
ま
せ
ん
。

◇
申
込
方
法
1
1
名
刺
－
枚
に
会

費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

◇
申
込
先
1
1
市
総
務
課
（
倉
内

線
2
2
2
2
）
ま
た
は
日
向
商

工
会
議
所
（
倉
5
2
1
5
1
3
1
）

新
有
権
者
の
意
見
発
表
会

20

ﾎ
の
声
待
っ
て
い
ま
す

　
新
有
権
者
に
な
っ
た
感
想
や

選
挙
・
国
政
・
地
方
自
治
へ
の

参
加
な
ど
に
つ
い
て
、
考
え
た

り
、
感
じ
た
り
し
た
こ
と
を
発

表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
応
募
資
格
ほ
昭
和
5
3
年
2
月

－
日
か
ら
昭
和
5
4
年
4
月
－
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◇
応
募
規
程
1
1
発
表
内
容
を
4

0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
5
枚
程

度
に
ま
と
め
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
（
発
表
時
間
7
分
以
内
）
。

◇
応
募
締
切
1
1
1
2
月
1
8
日
（
必

着
）◇

意
見
発
表
1
1
提
出
さ
れ
た
原

稿
を
審
査
の
上
、
優
秀
者
2
人

を
選
出
し
、
平
成
1
1
年
－
月
1
9

日
に
日
向
市
で
行
わ
れ
る
東
臼

杵
地
区
新
有
権
者
意
見
発
表
会

で
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
市
選

挙
管
理
委
員
会
（
盈
内
線
2
2

3
3
）

グ
リ
ー
ン
博
み
や
ざ
き
9
9

花
と
緑
の
夢
工
房

受
講
生
募
集

波
岐
原
森
林
公
園
”
宮
崎
市
）

の
夢
花
蓮
で
毎
日
実
施
す
る
カ

ル
チ
ャ
ー
講
座
「
花
と
緑
の
夢

工
房
」
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

や
押
し
花
な
ど
、
花
と
緑
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
体
験

講
座
で
、
初
心
者
の
方
で
も
作

品
づ
く
り
を
楽
し
め
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
受
講
料
は
無

料
で
、
材
料
費
の
み
自
己
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
．

◇
申
込
方
法
1
1
市
役
所
窓
口
及

び
各
支
所
に
設
置
の
募
集
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
記
載
し
て
あ
る
申

込
方
法
に
よ
り
、
官
製
は
が
き

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

平
成
1
1
年
2
月
8
日
（
月
）
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
け
グ
リ
ー
ン
博

事
務
局
（
燈
0
9
8
5
1
2
6
－

1
8
1
8
）

　
さ
く
ら
鱈
「
交
流
の
夕
べ
」

お
互
い
の
情
報
を

交
換
し
ま
し
ょ
う

　
男
女
共
同
社
会
づ
く
り
推
進

ル
ー
ム
「
さ
く
ら
館
」
で
は
昨

年
に
引
き
続
き
、
さ
く
ら
館
利

用
者
の
交
流
の
タ
ベ
を
開
き
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
感
じ
て
い
る

こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど

葎《醜Q＆A

Q．私は、平成6年度から8年

度まで国民年金保険料を免除し

ていました。その保険料を今か

ら納付することはできますか。

A．納付できます。免除を受け

た年から10年間は、古い年度分

から順番に納付することが可能

で、これを追納と言います。2

年以内の追納の場合は、当時の

保険料と同じ金額ですが、3年

以上たった場合は政令で定める

額を加算した金額になります。

追納の際は、社会保険事務所発

行の納付書が必要ですので、年

金係までご連絡ください。

　
花
と
緑
の
祭
典
「
グ
リ
ー
ン

博
み
や
ざ
き
9
9
」
（
平
成
U
年

3
月
2
7
日
～
5
月
3
0
日
開
催
）

で
は
、
期
間
中
に
主
会
場
（
阿

　　　償却資産の申告

　償却資産とは、会社や個人で

工場や商店を経営している方が、

その事業のために用いることが

できる構築物、機械及び装置、

船舶、工具、器具、備品等の有

形の固定資産を言います。

　市内に事業用の償却資産をお

もちの方は、毎年1月1日現在

の資産の所有状況を、1月31日

までに申告していただくことに

なっています。申告書は、12月

初旬に発送する予定です。

　詳しくは、市税務課固定資産

係（雪内線2114）へ。

12月の納期

第4期

第7期

12月分

固定資産税
国民健康保険税

国民年金保険料

この社会あなたの税が生きている

10月中の交通事故

H向市日 。内前月比

人身事故　死　亡　負傷者　物損事故

24件 2人　31人　128件

（十10）　（十2）　（十ll）　（一4）

～死亡事故多発！守ろう交通安全～

75



』
＜
囹
O
勇
寒
冨
目
国
Ω
＜
鎚
、
酋
O
母
圃
墾
愚
鍵
騨
薄
・
お

を
持
ち
寄
っ
て
、
お
互
い
に
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
門
1
2
月
1
0
日
（
木
）
午

後
7
時
～
8
時
3
0
分

◇
会
場
1
1
男
女
共
同
社
会
づ
く

り
推
進
ル
ー
ム
「
さ
く
ら
館
」

（
青
少
年
ホ
ー
ム
3
階
）

◇
内
容
1
1
①
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
日
向
の
民
話
の
語
り
）
、
②
意

見
交
換
会
、
．
③
．
平
成
H
年
度
女

性
週
間
の
つ
ど
い
に
つ
い
て

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
市
企

画
課
（
容
内
線
2
2
2
0
）

※
参
加
希
望
の
方
は
、
1
2
月
7

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
平
成
1
0
年
住
宅
需
要
実
態
■
資

　
住
宅
に
つ
い
て
の

　
意
見
を
伺
い
ま
す

　
建
設
省
と
県
で
は
、
1
2
月
－

日
に
全
国
各
地
に
お
い
て
「
．
平

成
1
0
年
住
宅
需
要
実
態
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
皆
さ

ん
が
住
宅
に
つ
い
て
口
ご
ろ
ど

の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
る

か
調
査
す
る
も
の
で
、
今
後
の

国
や
地
方
公
共
団
体
の
住
宅
施

策
を
行
う
う
え
で
重
要
な
資
料

と
な
る
も
の
で
す
。

　
全
国
で
約
H
万
世
帯
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
が
、
宮
崎
県
内

で
は
約
6
0
0
0
世
帯
に
調
査

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に

は
、
H
月
ド
旬
か
ら
1
2
月
ヒ
旬

に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

中
小
企
業
金
顧
安
定
化
特
別
保
証

貸
し
渋
り
対
策
の
た
め
の

特
別
保
証
制
度
で
す

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
中

小
企
業
の
資
金
の
円
滑
化
を
図

る
た
め
、
国
の
「
中
小
企
業
等

貸
し
渋
り
対
策
大
綱
」
に
基
づ

き
、
新
し
い
保
証
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

◇
保
証
対
象
者
1
1
金
融
環
境
の

変
化
に
よ
り
金
融
機
関
か
ら
必

．
要
事
業
資
金
の
調
達
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
適
性
か
つ
健
全

な
事
業
を
営
む
中
小
企
業
者

で
、
事
業
所
の
所
在
す
る
市
町

村
長
の
認
定
を
受
け
た
方

※
た
だ
し
、
認
定
を
受
け
た
方

で
も
金
融
取
引
や
財
務
内
容
の

状
況
に
よ
り
保
証
の
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
保
証
種
類
1
1
普
通
保
証
、
無

担
保
保
証
（
無
担
保
無
保
証
人

保
証
を
含
む
）

◇
保
証
限
度
額
H
①
普
通
保
証

／
2
億
円
以
内
、
②
無
担
保
保

証
／
5
0
0
0
万
円
以
内
、
③

無
担
保
無
保
証
人
保
証
／
1
0

0
0
万
円
以
内

◇
信
用
保
証
料
1
1
①
普
通
保
証

／
年
0
・
7
5
％
、
②
無
担
保
保

証
／
年
0
・
6
5
％
、
③
無
担
保

無
保
証
人
保
証
／
0
・
4
％

◇
担
保
・
保
証
人
1
1
①
普
通
保

証
／
担
保
要
・
連
帯
保
証
人
－

人
以
上
、
②
無
担
保
保
証
／
連

帯
保
証
人
－
人
以
上
、
③
無
担

保
無
保
証
人
保
証
／
不
．
要

◇
保
証
期
間
1
1
①
設
備
資
金
／

7
年
以
内
（
う
ち
据
置
期
間
－

年
以
内
）
、
②
運
転
資
金
／
5

年
以
内
（
う
ち
据
置
期
間
－
年

以
内
）

◇
貸
付
金
利
1
1
金
融
機
関
所
定

の
利
率

◇
取
扱
期
限
U
平
成
1
2
年
3
月

31

◇
申
込
書
類
門
信
用
保
証
協
会

所
定
の
申
込
書
類
（
各
金
融
機

関
に
備
え
付
け
〉
の
ほ
か
、
中

小
企
業
信
川
保
険
法
の
規
定
に

基
づ
く
市
町
村
長
の
認
定
書

◇
申
込
窓
ロ
ー
1
各
金
融
機
関
の

　　　　　　　幾鰍見る日師⑧

工業統計調査・石油等消費構造統計調査1
◇調責日；12月31日

◇目　　的一①工業統計調査／わが国のII業

　　　　　　の実態を明らかにし、工業に関

　　　　　　する施策の基礎資料を得ること

　　　　　　を目的とする、②石油等消費構

　　　　　　造統計調査／商工業における石

　　　　　　油等の消費の実態を明らかにし、

　　　　　　石油等に関する施策の基礎資料

　　　　　　を得ることを目的とする

◇対　　象；①工業統計調査／製造業に属す

　　　　　　る事業所、②製造業に属する事

　　　　　　業所であって、従業者30人以上

　　　　　　の事業所

◇調査方法＝今年12月から来年1月にかけて

　　　ここ協力を

調査員がお伺いします。記旨し

ていただいた内容については、

統計法に基づき秘密が厳守され

ますので、数時等のIE確な記入

を願いします。

★工場数・従業者数・製造品出荷二等の推移

　　　　　　　　各舞三12月31日現在　（単f症：ノ∫円｝

年次

、　4

平成5

平成6

平成7

平成8

工場数

173

172

162

157

157

従業者数
言

5569

5678

5．544

5124

5，112

2841

2，912

2833

2655

2．536

女
2728

2766

2711

2．469

2576

製造品出荷額

11716464

10946904

10271997

10．525164

9778769

（注）従業者数4人以ヒの一1二場等のみ

　　　市は「身元調資お断り運動」を

⑤　　　推進しています。わが家①「Pイド尺

本
・
支
店

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
宮
崎
県
信
用

保
証
協
会
（
倉
0
9
8
5
1
2
4

1
8
2
5
3
）
ま
た
は
市
商
⊥

観
光
課
（
含
内
線
2
6
3
3
）
、

宮
崎
県
商
工
金
融
課
（
雪
0
9

8
5
1
2
6
1
7
0
9
8
）
、
各

商
工
労
政
事
務
所

保
険
証
の
切
り
曾
え

12

獅
ｩ
ら
か
わ
り
ま
す

　
国
保
の
保
険
証

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
が
、
1
2
月
－
日
か

ら
か
わ
り
ま
す
。
新
し
い
保
険

証
は
、
　
一
般
被
保
険
者
証
が

「
ク
リ
ー
ム
色
」
、
退
職
被
保
険

者
証
が
「
藤
色
」
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
、
現
在
使
用
し
て

い
る
保
険
証
は
、
H
月
3
0
口
ま

で
し
か
使
え
ま
せ
ん
。
1
2
月
－

日
か
ら
は
、
「
新
し
い
保
険
証
を

市の享真集を倖ります

　高高編さん室では、「日向市

史写真集」を作成することにな

りました。これは、市史編さん

事業と併せて写真集を作成する

ことで、市の時代の流れや出来

事を具体的に分かりやすく提供

するためで、大きな文化遺産と

もなり得るものです。

　編集は、写真の解説や時代背

景も入れることとし、平成12年

度末の発行を予定しています。

皆様のお手元に、時代を写す古

い写真がありましたら、市史編

さん室（雪内線2236）まで

ご連絡ください。皆様のこ協力

をお願いいたします。

使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

古
い
保
険
証
は
市
健
康
管
理
課

ま
た
は
お
近
く
の
支
所
ま
で
お

返
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
い
保
険
証
は
郵

送
し
ま
す
が
、
記
載
内
容
に
間

違
い
が
あ
っ
た
場
合
は
、
保
険

証
と
印
鑑
を
も
っ
て
市
民
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

．
ま
た
、
「
は
り
・
き
ゅ
う
・

赤木　一則・則子さん家の

　　　わんぱくくん（切島山1｝

　　ゆう　　た
　　宥太くん（3歳）

　わんぱく盛りの宥太くんは、先

日誕生日を迎えたばかり。

　弟と仲良く、元気いっぱいのお

兄ちゃんになってね。

マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
受
診
券
し
も

新
し
く
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
健
康
管
理
課

（
麿
内
線
2
1
5
5
）
へ
。

県
醤
本
部
マ
ス
コ
ッ
ト
愛
称
募
集

ス
テ
キ
な
名
前
を

待
っ
て
い
ま
す

平
成
1
1
年
春
に
、
宮
崎
県
警

察
本
部
の
新
庁
舎
が
完
成
し
ま

す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
県
警

で
は
、
次
の
よ
う
な
シ
ン
ボ
ル

マ
ス
コ
ッ
ト
を
制
定
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
が
広
く

県
民
に
愛
さ
れ
る
よ
う
な
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格
1
1
県
内
に
住
ん
で

い
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

◇
応
募
方
法
1
1
①
募
集
チ
ラ
シ

に
つ
い
て
い
る
「
応
募
は
が
き
」

ま
た
は
「
官
製
は
が
き
」
1
枚

に
、
愛
称
名
2
点
以
内
を
明
記

し
、
そ
の
意
味
を
簡
単
に
説
明

し
て
く
だ
さ
い
（
説
明
の
な
い

も
の
は
無
効
）
。
②
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、
性

別
、
職
業
（
学
校
名
、
学
年
）
、

電
話
番
号
、
郵
便
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
③
作
品
は
、

自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。
④
一
人
何
通
で
も
応
募

で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
異
な
る

作
品
に
限
る
）
。

◇
応
募
締
切
1
1
1
2
月
2
5
日
（
金
）

当
日
消
印
有
効

◇
賞
1
1
最
優
秀
賞
／
1
点
1
0
万

円
、
優
秀
賞
／
3
点
各
2
万
円

※
た
だ
し
、
受
賞
者
が
中
学
生

以
下
の
場
合
は
、
金
額
相
当
の

図
書
券
と
し
ま
す
。
ま
た
、
全

応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
1
0

0
人
の
方
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
宮
崎

県
警
察
本
部
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ス

コ
ッ
ト
愛
称
募
集
」
係
（
〒
8

8
0
1
8
5
0
9
宮
崎
市
橘
通

東
2
丁
目
1
0
番
－
号
含
0
9
8

5
1
3
1
1
0
1
1
0
）

⑳
、

　　騨・・　　一一

、」レ当

愛
の
こ
蒋
《
警
略
》

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
扱
分

　
　
　
　
　
1
0
月
3
1
日
現
在

《
香
典
返
し
》

日録高佐三蓋源一三柏荒井黒千
p{橋藤川木　　七木田竹口木田
@　　　ヤ　　ム　　　　　　マ
ｯ　　　　　スカメ松治高ッ三ワ金一忠恰進ヨッカ雄男士ノ雄力二

故
人

宮栄久 ﾜ善敬駆春信房正憲子子子工　　弥次需ト子義子一子
喪
主

梶江 Z禺本往永規螺騨木良2町台谷還江江屋方2手丘
地
区

暴走族を追放しましょう

　深夜にかけて繰り返される無謀な暴走
行為は、睡眠を妨げ、地域住民に大きな

迷惑をかけています。また、交通事故を
引き起こす危険率も高くなっています。

　れっきとした犯罪行為であるこの暴走
族を、家庭や地域が．一体となって追放し

ましょう。
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　　　　乳幼児健診

■3カ月児健診
と　き◇12月ll日（金）、25目（金）

対　象◇平成10年9月生まれ

■7カ月児健診
口　時◇12月18日（金）

対　象◇平成10年5月生まれ

■1歳児健康相談
日　時◇12月15日（火）

対　象◇平成9年ll月坐まれ

■1歳6カ月児健診
日　時◇12月10日（木）

対象◇平成9年5月生まれ
■3歳児健診
日時◇12月4日（金）

対　象◇平成7年5月生まれ
※受付時間は、3カ月児／午後1

時～1時30分、7カ月児・1歳6

カ月児・3歳児／午後1時～2時、

1歳児／午前9時30分目10時です。

母子健康手帳を忘れずに、健康管
理センター（倉内線2181・2182）へ。

　　12月の休日在宅医

●6日　☆浦上医院（内・外・胃
腸倉522936）☆稲原医院（回雪

522209）☆鮫島病院（精神・内

・放倉546801）

●13日　☆黒木医院（内雪52㏄5

5）☆萩原眼科（眼倉637222）

☆山元医院（小児實536066）☆

大平医院（整外・リウ・内・リハ
歴523337）

●20日　☆甲斐医院（外・胃腸倉

535000）☆児玉小児科医院（小

児8522530）☆安部医院（内・

循環含534788）

●23日　☆和田病院（内・外・脳

外・放・リハ實520011）☆緒方

医院（内・小児實536333）☆田

中眼科　（眼雪524009）

●27日　☆r股病院（内・外・整

外・胃腸・麻酔含580034）☆尾

崎眼科（雲容525600）☆今給黎

医院（内・循環丑542459）☆寺

尾医院（産婦盈631447）

●29日　☆渡辺病院（産婦・泌尿

君57101D　☆天生堂医院（内・

門外・麻酔麿538910）☆武富医

院（皮容525522）

●30日　☆千代田病院（内・外・

整外・胃腸・リハ・皮・放・麻酔
麿527111）☆柳田医院（産婦含

522950）☆瀧井病院（内・精神
麿522409）

●31日　☆一木医院（産婦・外・胃

腸・放費544468）☆協和病院

（精神・神経費542806）☆吉田

医院（内・循環・小児容544401）

※前もって、テレホンサービス
（容53－1214）で確認を。

　　　のびのび子育て

　子育てテレホンサービス《含5
3－5857》の12月分のテー

マは次のとおりです。

☆1日～6日／テレビの見せ方
☆7日～13日／食生活と栄養

☆14日頃20日／おもちゃの選び方

☆21日～3日／おもちゃの与え方

　　12月の鳳親学級

■16日（水）／妊娠中の歯の管理・

虫歯チェック等（要予約）

■24日（木）／出産に向けて（呼吸

法・赤ちゃんの入浴練習等）

　会場は、市民健康管理センター

で、時間はいずれも午後1時30
分からです。

　　　すくすく教室

●日時＝12月24日（木）午後2時～

●会場；市民健康管理センター

●対象＝生後6カ月までの乳児を

育児中のお母さん・お父さん
●内容一①身体測定、②離乳食づ
くり、③育児相談、④交流会など

藤
本

寛
く
ん
（
南
町
）

ハーイ1

　　　　　　保健婦です

　1992年に開始された「骨髄

バンク事業」を通しての骨髄移植

によって、以前は有効な治療法の

なかった白血病、再生不良性貧血、

先天性免疫不全症などの病気の患

者が、健康を取り戻せるようにな

りました。

　しかし、骨髄移植は、患者と骨

髄を提供してくれる方（ドナー）

　　　　　　　　　　りの白血球の型（HLA型）が一致

しなければなりません。この確率

は、兄弟姉妹で4人に1人、それ

以外では数百人から数万人に1人

と、かなり難しいのが現状です。

骨髄移植を必要とする患者が、少

なくとも毎年1000人遅善いる

ことを考えても、まだまだドナー

の登録数は不足しています。

　骨髄移植、骨髄バンク事業に対

する皆様のご理解とご協力をお願

いします。

　ドナー登録の方法など詳しくは、

市健康管理センター（a内線21

81）または日向保健所（盤52

－510Dへ。　　　　《黒木》

　
先
日
、
読
書
週
間
講
演
会
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。
講
師
の
砂

川
さ
ん
が
「
一
日
1
5
分
で
も
絵

本
を
読
ん
で
あ
げ
な
さ
い
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
私
も

家
に
帰
り
、
早
速
子
供
に
絵
本

を
読
ん
で
あ
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
、
同
じ
昔
話
で
も

内
容
に
良
い
も
の
と
悪
い
も
の

が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
良
い
本

を
よ
く
選
ん
で
か
ら
読
ん
で
あ

げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

　
し
か
し
、
広
報
は
、
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
一
生
懸
命
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
《
Y
》

後編

凝集

圃
．コ師臼『
　　　1．巳．㌔馬、」．

日向市の人ロと世帯

　　　　　　　　（H10．11．1．現在）

人　口　59，026人〈士0＞

　男　　28，002人＜＋7＞

　女　　31，024人〈一7＞
世帯数　　21，494世帯〈＋31＞

転　入　165人　転　出　170人

出生42人死亡37人
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